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作成年 1974-84 1986-1990 1992-1999 2002-2005

目的

公害や人口集中な
ど、高度成長の負の
効果が明らかにな
り、貨幣的指標への
過度の依存から転換
する時であると判断
された

高度成長期の終了と
ともに高い生活水準
や価値観の変化に
伴って生活様式の多
様化を図る必要が
あった。

80年代後半、人々は
豊かさを求めるように
なり、そのための指
標を開発する必要が
あった。特に東京へ
の人口集中によって
地域の違いを捉える
必要性が出てきた。

豊かさを実現する国
民の視点に立って、
構造改革を見ていく
必要があった。

主な特徴

非貨幣的指標が中
心。価値規範指標が
含まれていた。
指標は全国レベルの
み。

個人の効用により焦
点を当てた。主観的
指標とともに国際比
較可能な指標を追加
した。
採用した指標の総数
は減らされた。

個人の視点から分野
を設定。構造は活動
とその成果から組み
立てられた。
地域の指標を導入
（地域間比較）

目標は国民の視点
から設定

指標の構造

社会目標：10分野
根源的な社会的課
題：27
副次的課題：77
下位課題188
採用指標数：261
（1979年に更新）

①生活分野：８
採用指標数51 (うち、
国際比較に33)
②主観的指標11
③課題分野：6
採用指標数53

活動分野：8
生活上の価値：4
採用指標数：170  (う
ち、地域別に139を利
用 )

構造改革の目標：9
分野
採用指標数：41
主観的幸福度指標
（アンケート調査結果
を活用）：1 指標

計算方法

基準年を100とした単
純平均

①変化率または分散
により各指標を標準
化
②分野内は標準化し
た指標の単純平均

①変化率または分散
により各指標を標準
化
②分野内は標準化し
た指標の単純平均。
ただし、地域別指標
は主観的満足度を
使ってウェイト付けを
行った。

①変化率により各指
標を標準化
②分野内は標準化し
た指標の単純平均

我が国における指標化の取組み

資料９



 

 

１．社会指標の体系図（一部抜粋） 

 



 

 

２．国民生活指標（NSI）の体系図 

 



 

 

３．新国民生活指標（ＰＬＩ）の体系図 

 



 

 

４．暮らしの改革指数の体系図 

 


